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21,000㎥/h

格⼦⼾ 11,800㎥/h

⾼窓 9,200㎥/h

保育室

遊戯室 回廊 保育室 テラス回廊みまもりの庭

夏の卓越⾵ ※ 記載⾵量は実測値

山 武 市 立 し ら は た こ ど も 園

⽔没しない軒⾼さ
▽軒下GL+2.2m

津波の洗掘を防⽌するテラス遊戯室 回廊 保育室

備蓄倉庫

想定最⼤津波２ｍ

⾼窓から空気を抜き空気溜まりによる浮⼒の発⽣を防⽌

屋上避難広場(+6.3m)

屋内退避スペース(+3.6m)

幼保⼀元化の取組み
⼭武市は、東⽇本⼤震災による津波被害を機に、沿岸部の
４つの幼保施設を内陸部にこども園として統合した。

断層

しらはたこども園で
2.0ｍの⾼さ

(地震発⽣後47分後)

⼭武市海岸で
9.6ｍの⾼さ

海底の上下変異のコンタ(協⼒：技術研究所)
津波シュミレーション(想定地震：千葉県東⽅沖地震 M8.5〜8.9)

JR成東駅

■⼦どもたちの活動を促す既存の景観保全した園庭
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名 称 ：⼭武市しらはたこども園
所在地 ：千葉県⼭武市⽩幡1919番地
竣 ⼯ ：2013年3⽉
階 数 ：地上2階
構造種別 ：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 ⼀部鉄⾻造
敷地⾯積 ：9,727㎡
延床⾯積 ：2,611㎡
利⽤⼈数 ：園児 200⼈（0〜5歳）

■地域統合の核となる津波防災に対応したこども園
本プロジェクトは、海岸から5.6Ｋｍの内陸部に園児や関係
者の安全を確保し、地域の緑に溶け込み、⾃然⾵を取り込む
よう計画したこども園である。

海岸から５ｋｍに位置する敷地周辺には、屋敷林が点在する⽥園⾵景が広がる

既存樹に囲まれた園庭 建設残⼟を利⽤した築⼭や
海側外周部のマウンドは津波の浸⽔を遅らせる機能も持つ

津波を受け流す断⾯

■⾵が抜け、間接光を取り⼊れるのびやかな施設
⾃然の⾵を最⼤限取り込むために、シミュレーション解析
を⾏い３か所の中庭を配置した。園庭側は地窓、回廊側の
引き⼾は格⼦⼾を組み込むと共に、開閉のできる排煙窓兼
⽤の⾼窓を設け、保育室だけでも⾵が通る構造とした。

保育室だけでも⾵が通る構造とし、60回/h程度の換気量を
実測にて確認している。

⾵速

0.0

1.0

2.0

中庭無し・保育室の⾼窓無し

気流シミュレーション 春期（北からの⾵2.0m/s）

中庭や・保育室の⾼窓を配置
m/s

保育室

■ＺＥＢ化可能な環境性能
⼀次エネルギー消費量は従来の幼稚園平均値の
748MJ/㎡と⽐較しても、35％低減となる運⽤実績
であった。更に将来、屋外駐⾞場に太陽光発電装
置を、建物の屋根に太陽熱給湯設備を組込むこと
で消費エネルギーを⾃給化できることを試算し、
ＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）化へ
の機能向上を⽬指している。

遊戯室 様々な⽅向に視線と⾵が抜け、
２階の観覧スペースは津波避難時の屋内退避スペースとなる

中庭 光と⾵の通り道となる

円弧状の外壁に沿って津波を受け流し、乾式壁を壊して津波が
通り抜けることで津波の波⼒を軽減し、主要構造体の損傷を回
遊するレジリエンシーの思想を取り⼊れた計画としている。

敷地外周の既存樹を保存活⽤し防⾵対策をおこなうと共に、
建設残⼟を利⽤して築⼭や海側外周部にマウンドをつくり、
津波の浸⽔を遅らせる機能も持たせた。現存植⽣に配慮

■地元産材や再⽣資材の活⽤
遊戯室２階の⼿摺に特産のサンブスギを使⽤し、地元産業
活性化の取組みをした。⻨わらリサイクル内装材や屋外へ
のリサイクルゴムチップ、再⽣⽊デッキ材を積極的採⽤し
て、こども園に適した低負荷化を図った。

■地域交流の中⼼となる施設

再⽣資材地産地消

屋上⼿すり

サンブスギ
ゴムチップ

併設の⼦育て⽀援センターを中⼼として、おむかえ広場や
ベンチによりコミュニケーションが活発化し、施設が統合
された地域の融和を促している。

した落葉樹や実のなる果樹を新植をおこない、築⼭には滑り台
や階段を組み合わせたランドスケープと⼀体の遊具を設置する
事で、⼦供たちが喜ぶ園庭を創作した。

2とすることで、主要構造部であるＲＣラ ーメン架構に復旧不可能な損傷を与えず、迅速な復旧ができる計画としている。

20ＬＣＣ ☆
配管、ダクトの高耐久材の採用と共に、配管のピット利用で将来躯体を痛めず配管の更新可能とした。一次エネルギー

Ｄ.経済軸（LCC）

Life Cycle Cost

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

18維持管理 天井の高い照明にはLED照明を採用し、空調用フィルターは誰でも手の届く位置とすることで、こども園の職員が無理なく

2消費量の平成26年度実績値は429 MJ/㎡･年で、従来幼稚園35％省エネルギーでLCCを低減している。

2金属屋根下地の左官補修レス化等の省力化工法によりイ ニシャルコストを 低減させている。

2直射を 遮り、高窓から間接光や自然換気などの自然エネルギー利用でラ ンニングコストを低減している。

1こまめに管理出来るようメンテナンス性を確保としている。

☆
３ＤＣＡＤの納まり図を利用して作業員の理解を深め、化粧小梁のサイ トPC化、鉄筋付きデッキの採用などを 活用した

19耐久性 ☆
保育室や中庭に面するサッシュ、間仕切り壁等の建具は、津波発生時には波圧で流されることを 前提とした乾式工法

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ ☆
自然通風・自然採光を最大限に取り込む構成を行い、床吹出し冷暖房空調を採用だけでなく、深い軒庇の開口部は

15先進性 ☆
エネルギー運用実績値から建物の屋根に太陽熱給湯設備、敷地内の外部駐車場に屋根を兼ねた太陽光発電装置を

1設置することでZEBを見据えた計画となっている。

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性
園児と職員全員が避難する屋上津波避難スペースまでの階段は幼児でも上がりやすい蹴上げ高さにして、スムーズに

2避難出来るようにしている。

13地域環境性 ☆
近隣住民の記憶になっている敷地外周部の既存樹林はそのまま残し、田園景観の継承、園庭の防砂として活用した。

2新たに植える樹木は地域の植生に合わせてを選定し、生物生息域となる緑地ネットワークの保全と創出を図っている。

1

2

Ｃ.社会軸（環境）

Environment

11環境負荷 ☆
保育室はこどもに合わせて低く抑えた軒庇で夏の日差しを遮ると共に排煙を兼ねた高窓から自然光を取り入れる計画

Ｂ.機能軸（技術）

Technology

とした。園庭側に地窓を、回廊側に木製格子建具を 設け、自然の風を十分に取り込み空調負荷を 低減している。

12資源消費 壁仕上げ材は、温かみのある自然素材として麦わらをリサイ クルした内装材やシナベニア材を活用し、外構の

ウッドデッキ材や屋上のゴムチップ材などにも再生材料を採用して、ＣＯ２排出量の削減に寄与している。

10先導性 ☆
東日本大震災を 契機に地震や津波震災に対する　レジリエンシー（復旧性）の思想を 取り入れた、防災を第一とした

2新しい公共施設として安心・安全なこども園を整備した。

2を全保育室に設置する事で、職員の利便性を配慮した設備を設置している。

09安全性 ☆
回廊や屋上の床はクッショ ン性のある素材、コンクリート壁や内装造作の角は丸みを 持たせ、コンセントの高さを

2照明スイ ッチと同じ1.5ｍとしてこども達の安全に配慮としている。

08利便性 職員室に空調用集中コントローラ ーや照明の集中スイ ッチを設置すると共に、１ボタンで職員室と繋がるイ ンターホン

07効率性 ２室が一体となるシーンに応じて使い分けが出来る空間として、短児部(幼稚園)と長児部(保育園)を 同一クラ スとする

06機能性 ☆

1合同保育にも柔軟に対応可能としている。入口扉は季節に応じて通風と閉鎖が切り替えられる設えとしている。

2活動シーンに合わせたメリハリのある空間構成としている。

断熱・気密性能を 高めながら、地域の卓越風や間接光を取入れることで、子供の活動を制限することなく省エネ性能

こども達の様々な活動を誘発し、日々の防災意識を 高められる施設構成としている。

05完成度 ☆
こどもの目線に配慮したスケールをベースとし、伸びやかな勾配天井とした保育室や大きく解放的な遊戯室等、

2と快適な居住性を 両立させ、ＣＡＳＢＥＥ-Ｓラ ンク相当の性能を 確保している。

04象徴性 緑豊かな田園環境に溶け込む優しい形態とし、避難経路を兼ねた建物内外の回遊性のある動線計画により、
2

03独創性 ☆
津波シミュレーショ ンより、建築基準法の1.25倍の耐震性能を 有するＲＣラ ーメン構造と乾式壁の組み合わせの津波を

2受け流す架構とした。屋上に避難スペース､２階に屋内退避スペースと備蓄倉庫を設け､被災後の滞留にも備えている。

緑豊かな田園環境に溶け込む勾配屋根は軒高を抑え、外壁や金属屋根は周辺に馴染む落ち着いた色調とすることで
2周辺の景観と調和するよう配慮している。

Ａ.感性軸（造形）

Form

01審美感 ☆
こども達の創造性を喚起する優しい内外部構成として、こども達の遊びを誘発する溜まりのある回廊、遊戯室を取り巻く

2回廊を 中心とした、遊びを誘発する溜まりスペースを設けた、目が届くコンパクトな内部構成としている。

02調和性 ☆

■⼦どもたちの創造性を育む内外が連続する回遊性
遊戯室を囲むように保育室と半屋外空間を配置し、⾏き⽌ま
りのない回廊で繋いだ。回遊性と連続性がある園舎では、⽇
々の活動の中で⾃然に異年齢児の出会いが⽣まれ、先⽣と⼦
どもたちが伸び伸びと活動できる。屋外階段で繋がれた⽴体
的な回遊動線は、施設のどこからでもスムーズに避難できる
経路として機能としている。

光と⾵が抜ける保育室

屋上ひろば

園の中⼼となる遊戯室

屋内外を連続的に繋ぐ回廊

(津波避難スペース)

回遊動線と避難経路

敷地外周の保存林と遊具⼀体の築⼭

おむかえ広場

コナラ イロハモミジ

新
植
樹
林

ビワミカン

果
樹
林

果樹林
新植樹林

（落葉樹主体）

こども菜園
⾬⽔貯留ﾀﾝｸ

保存林

保存樹

シンボルツリー
（ケヤキ）

N

築⼭
（現場発⽣⼟）

津波シュミレーションに基づいた計画
千葉県東⽅沖において最⼤の地震が発⽣した場合、敷地には
2.0ｍの津波が47分後に到達する結果に基づき計画している。
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夏
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津波を受流し 、 自然の風を取り 入れる形態

既存樹林

しらはたこども園

九⼗九⾥平野

統合

屋上ひろば

しらはたこども園

⼀次エネルギー消費量

従来幼稚園

将来(運⽤改善)

ZEB化(将来)

35％削減

15％削減

ZEB
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おむかえ広場
⼦育て⽀援センター


